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社 名

設 ⽴

所 在 地

代 表 者

資 本 ⾦

事 業 内 容

株 式 会 社 ｖ ｉ ｓ ｕ ｍ ｏ

2 0 1 9 年 4 ⽉

東 京 都 渋 ⾕ 区 神 宮 前 6 - 1 0 - 1 1 原 宿 ソ フ ィ ア ビ ル

代 表 取 締 役 社 ⻑ 井 上  純

2 億 4 8 百 万 円

ビ ジ ュ ア ル マ ー ケ テ ィ ン グ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
の 開 発 、 運 営

m i s s i o n

ブ ラ ン ド の 想 い が 詰 ま っ た
ク リ エ イ テ ィ ブ を 消 費 者 に 最 適 な 形 で 届 け る

誰 で も 簡 単 に
デ ジ タ ル 活 ⽤ が で き る 世 界 を 創 る

v i s i o n

e a s y

会 社 概 要
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沿 ⾰

2017

2017 / 9

株式会社ecbeingが開発した
ビジュアルマーケティング
プラットフォーム
「visumo」の提供開始

2019 / 4

東京都渋⾕区に資本⾦25,000

千円で株式会社visumoを設
⽴。株式会社ecbeingのビ
ジュアルマーケティングプ
ラットフォーム事業を会社分
割により承継

2021 / 4

新機能「visumo video」
「visumo snap」
をリリース

2021 / 12

「インスタグラム連携 UGC活⽤
ツールシェアNo.1」獲得

※⽇本マーケティングリサーチ機構調べ

2022 / 1

第三者割当増資により株式会
社ソフトクリエイトホール
ディングスが資本参加し、資
本⾦を200,000千円に増資

2022 / 5

繊研新聞社主催 ファッションEC

アワードにて「サポート賞」を
受賞

サポート賞…「効果が⾼いまたは
今検討しているEC⽀援ツール」

2019 2021 2022

2022 / 7

⽇本マイクロソフト社主催
「マイクロソフト ジャパン
 パートナーオブ ザ イヤー 

2022」にて
「Retail & Consumer Goodsア
ワード」を受賞

2023 / 2

初の⾃社イベント
「visumo day 2023」
を開催

2023 / 9

ISMS取得

2023 2024

2024 / 8

新オプション機能「 visumo 

recommend」をリリース

2024 / 2

繊研新聞社主催
ファッション
ECアワードにて
「サポート賞」を受賞

2024 / 12

東京証券取引所
グロース市場上場

営業部⾨と開発、運⽤部⾨において

2025

2025 / 4

新機能「visumo blog」

をリリース

2025 / 6

新機能「visumo show」

をリリース

2025 / 5

繊研新聞社主催
ファッション
ECアワードにて
「サポート賞」を受賞
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第 2 四 半 期 ハ イ ラ イ ト

レビューツールを提供する
株式会社R e v i C oと
経営統合

レビューデータを組み合わせた
UGC活⽤による顧客体験価値の向上を実現

するプラットフォーム強化へ

株式会社v i s u m o 代表取締役社⻑

井上 純からのコメント

レビューは、ECサイトに留まらず、あらゆる業態で
活⽤可能な普遍的アセットです。今回の経営統合は、
このレビューの普遍性を取り込むことで、「ECサイト
構築⽀援サービス市場」における提供価値を深めると
ともに、より広範な「デジタルマーケティング市場」
へと展開する可能性が広がる戦略的意義を持つものと
考えております。

ReviCo社と当社の双⽅の既存顧客基盤に対し、両社
のサービスを相互に提供することは、ARPUの向上に
繋がり得る⼤きな機会です。また、レビューという幅
広いニーズをフックとした新規顧客獲得の加速も期待
されます。
両社のリソースを融合させ、データ活⽤を基盤とし
たプラットフォームの進化を追求することで、顧客の
ROI向上に貢献してまいります。そして、この統合が
中⻑期的な株主価値の向上に繋がるものと確信してお
ります。

2025年10⽉16⽇発表

株式会社R e v i C o 代表取締役社⻑

⾼橋 直樹からのコメント

デジタルマーケティング市場においてUGC活⽤の
重要性が⾼まる中、今回の経営統合は、市場における
我々のポジションをより強固なものにするための重要
なステップであると考えております。

我々の強みであるレビュー領域に、累計1,000社を
超える導⼊実績を持つvisumoの多様なUGCの活⽤ノ
ウハウが加わることで、顧客に対してより網羅的なソ
リューションを提供できるようになり、結果として競
争優位性の向上に繋がると期待しております。

また、両社の営業‧開発体制が合流することで、⼈
材リソースの最適化やオペレーション効率の向上と
いったシナジーも⾒込まれます。この統合を通じて、
お客様により⼀層⾼い価値を提供してまいります。

※1

※1 User Generated Contentの略

レ ビ コ
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第 2 四 半 期 ハ イ ラ イ ト

報 道 関 係 各 位   

 2025年 10⽉ 23⽇ 

株式会社 visumo 

visumo、累計導⼊社数 1,000社を突破！ 

AI活⽤で動画閲覧数 4倍の事例も 
 

今後はレビューツール提供の「ReviCo」との経営統合で UGCプラットフォームをさらに進化 

 
株式会社 visumo（本社：東京都渋⾕区、代表取締役社⻑：井上純、証券コード：:;:A）は、顧客体験（CX）を向上しクリエイティ

ブ活⽤の ROI を最⼤化するビジュアルマーケティングプラットフォーム「visumo（ビジュモ）」を提供しています。 
 
この度、2025 年 9 ⽉末時点で「visumo」の累計導⼊実績が 1,000 社を突破したことをお知らせいたします。（※1） 
今後は、レビューツール「ReviCo」を提供する株式会社 ReviCo との経営統合（2026 年１⽉ 1 ⽇予定）（※2）による両社の

知⾒やアセット連携、AI 機能‧動画活⽤機能の強化で、さらなる顧客体験（CX）の向上と ROI 最⼤化へ貢献してまい
ります。 
 
（※1）ビジュアルマーケティングプラットフォーム「visumo」サービスでの累計導⼊社数実績となります。 （※2）2025 年 10 ⽉ 16 ⽇に発表済みです。 
 

 
 
 
 
2017 年のサービス提供開始以来、visumo は豊富な機能と⼿厚いサポート体制を強みに、EC 事業者様を中⼼に導⼊を

拡⼤してまいりました。近年は、AI パーソナルレコメンド機能「visumo recommend」などの新機能もご評価いただ

いています。 
l 導⼊事例：加茂商事株式会社「サッカーショップ KAMOオンラインストア」 

AI パーソナルレコメンド機能導⼊後、動画コンテンツ閲覧数が 4倍に増加。 

「想定以上の成果で、課題解決に⼀歩前進できた」とのお声もいただいております。（※3） 

AI 機能が好評、「最適なコンテンツ体験」で確かな成果を創出  

press release 累計導⼊社数  1 , 0 0 0  社を突破！
A I活⽤で動画閲覧数4倍の事例も 2025年10⽉23⽇発表

代 表 取 締 役 社 ⻑ 井 上 純 か ら の コ メ ン ト

この度の累計導⼊社数1,000社突破は、
当社のビジュアルマーケティングプラットフォームが持つ本質的な価値が、
市場において広く評価された結果であると確信しております。 

その価値の根幹は、SNS上のUGCからスタッフ投稿、公式の写真‧動画に⾄るまで、
多様化する企業のビジュアル資産を収集し、「ROI最⼤化に繋がるマーケティング資産」へと
転換させる強⼒な「プラットフォーム」と、お客様の成功に最後まで伴⾛する「パートナーシップ」にあり
ます。 この両輪を磨き続けてきたことが、1,000社という信頼に繋がったと確信しております。 この強固な
事業基盤を元に、先にご報告した株式会社ReviCoとの経営統合を通じて、さらなる企業価値の向上に努め
てまいります。



8C o p y r i g h t ©  v i s u m o  I n c .  a l l  r i g h t s  r e s e r v e d

v i s u m o の 課 題 解 決 イ メ ー ジ

ブランドや売上のために、⽇々たくさんのクリエイティブが作られています。 
しかし、それらが社内外に点在し、「資産」として⼗分に活かしきれていない現実があります。

visumoは、その全てを⼀元化し、価値を最⼤化します。

サイネージでブランドページで E C商品詳細で アプリでメールでS N S‧プロモーションで

• 広告クリエイティブ
• 各種SNS

• キービジュアル
• プロモーション

ビデオ

• Instagram投稿
• X投稿

• コーディネート写真
• 接客動画

• ブログ記事

• 商品画像‧動画
• 特集ページ

マーケティング担当広報‧P R担当 ⼀般ユーザー店舗スタッフw e b‧E C担当

• LIVE配信

• 各種SNS

• LIVE配信
• 各種SNS

• LIVE配信 • LIVE配信

クリエイティブと商品情報を紐づけ、「成果に繋がる資産」に変える

• Youtube投稿
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と は

ユーザーが⽣成するコンテンツ（UGC）を

簡単に収集し、ワンタグ‧ノーコードで掲載。

CX向上（ブランド体験深堀‧購買意欲増加など）を叶える

ビジュアル マーケティング プラットフォームです。

※2

サ ー ビ ス に つ い て

※3

※4

※1

※1 User Generated Contentの略 ※2 webサイトのソースコードに、簡易な命令⽂を記述。⾯倒な設定不要でシステムが利⽤できる ※3 プログラミング知識がなくても管理画⾯からの視覚的な操作でwebコンテンツの開発が可能
※4 カスタマーエクスペリエンスの略。商品やサービスの購⼊前から購⼊後のサポートまで、顧客が体験する価値の総称。機能や価格などの合理的な価値だけでなく、顧客が購⼊や使⽤、サポートの過程で感じる感情的な価値を重視
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国 内 有 数 の 企 業 が 利 ⽤
導 ⼊ 企 業 の ⼀ 例

684

※

ア ク テ ィ ブ 社 数

a p p a r e l i n t e r i o r  /  h o m e  g o o d s b e a u t y o t h e r s

社

f o o ds h o e s

※ 2026年3⽉期 第2四半期末時点
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v i s u m o の 特 ⻑

l 受 託 開 発 よ り も 、 初 期 費 ⽤ ‧ 運 ⽤ 費 ⽤ と も に
低 価 格 ‧ 短 納 期 で 提 供

l ビ ジ ュ ア ル デ ー タ の ⼀ 元 管 理 で
業 務 効 率 や マ ー ケ テ ィ ン グ 効 果 の 最 ⼤ 化

l 現 在 使 ⽤ し て い る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で も
利 ⽤ が で き る た め 、 簡 単 実 装 が 可 能

l デ ザ イ ン や コ ー デ ィ ン グ な ど
専 ⾨ 知 識 が な い ⼈ 材 で も 可 能

導 ⼊ 企 業 に 提 供 で き る 価 値
ワ ン タ グ ‧ ノ ー コ ー ド1

2 幅 広 い ク リ エ イ テ ィ ブ 活 ⽤

3 ク ラ ウ ド で 進 化

4 カ ス タ マ ー サ ク セ ス の ⽀ 援

InstagramやXのUGC、動画、スタッフ投稿、レビューまで、部⾨横断であらゆる
クリエイティブを⼀元管理。AIレコメンド等、独⾃の⾼度活⽤も可能

専⾨知識がなくても、タグ1つで多彩な機能をスピーディに実装。
豊富なテンプレートやSNSライクなUIで、誰でも直感的に使⽤可能

市場トレンドやノウハウを⽇々機能化し、クォーター平均8個の新機能をリリース。
ISMS取得の堅牢なセキュリティも強み。

※1

専任チームが1to1で伴⾛サポート。ユーザー満⾜度99.9%の⾼評価を獲得。

※1 2025年3⽉期四半期毎の機能リリース平均数 ※2 2024年下期実績 問い合わせ対応についての満⾜度調査より算出

※2



12C o p y r i g h t ©  v i s u m o  I n c .  a l l  r i g h t s  r e s e r v e d

v i s u m o の ク リ エ イ テ ィ ブ 活 ⽤ プ ロ セ ス

ク リ エ イ テ ィ ブ を 簡 単 に 収 集 ‧ 活 ⽤ し 、 効 果 を 分 析 で き る 。 だ か ら こ そ 、 R O I を 最 ⼤ 化 で き ま す



13C o p y r i g h t ©  v i s u m o  I n c .  a l l  r i g h t s  r e s e r v e d

v i s u m o が 提 供 し て い る 機 能 群 詳 細

solution1

トレンドUIで接客向上

動画UX拡張

次世代UI
テンプレート

solution4

スタッフ接客⼒のD X

solution3

SNS‧UGC‧FAN活⽤
solution2

提案体験の⾰新
solution5

集客‧CRM施策の⾼度化

商品&
コンテンツ
AIレコメンド

ファースト
ビュー最適化

SNS投稿活⽤

レビュー
収集‧活⽤

スタッフ
接客活⽤

商品ページの
CMS

SNS感覚の
ブログ投稿

MA/メール
配信等
外部API連携

課
題

課
題

課
題

課
題

課
題

• サイトの表現⼒不⾜による購
買率の伸び悩み

• 商品魅⼒の伝達が⼗分でない

• スタッフ知⾒のデジタル化

• オンライン活⽤による差別
化不⾜

• 集客‧CRM施策の
コンテンツ活⽤効率の低さ

• 既存顧客へのアプローチ
最適化の余地

• 顧客の興味関⼼を引き出す仕
組みの不⼗分さ

• パーソナライズ提案による
注⽂率の向上余地

• SNS/レビュー等UGC活⽤
による信頼醸成と購⼊促進
の未開拓領域

豊 富 な 機 能 群 を ⾃ 在 に 組 み 合 わ せ ら れ る た め 、
企 業 ご と の 個 別 課 題 に 最 適 な ク リ エ イ テ ィ ブ 活 ⽤ を 実 現 で き ま す
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v i s u m o 導 ⼊ で 、 簡 単 に 接 客 コ ン テ ン ツ を 拡 充

導 ⼊ 前 v i s u m o 導 ⼊ 後

豊 富 な 機 能 と テ ン プ レ ー ト で 、

ク リ エ イ テ ィ ブ を 簡 単 活 ⽤ し 、

コ ン テ ン ツ 量 は 、3倍以 上 に 。

専 ⾨ 知 識 不 要 で 、

誰 で も 簡 単 に 顧 客 体 験 を 拡 張
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多 様 な 事 業 者 の 課 題 に 対 応

コーデコンテンツ強化 アンバサダーマーケ強化 スタッフコンテンツ強化ブランディング強化 動画コンテンツ強化
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ビ ジ ネ ス モ デ ル

導 ⼊ 企 業 か ら v i s u m o サ ー ビ ス の 利 ⽤ 料 を 課 ⾦ す る
サ ブ ス ク リ プ シ ョ ン モ デ ル で す

※初期費⽤および⽉額ベース費⽤は導⼊機能数（visumo social/visumo video/visumo snap）の数によって⾦額が変動します。

※オプション費⽤はテンプレート追加や分析機能等のオプション機能の追加によって初期費⽤と⽉額費⽤が発⽣します。

ストック収益は、利⽤する機能数に応じて⽉額ベース費⽤
が決定し、 v i s u m oで作成したコンテンツの
トラフィック量に応じて従量課⾦が発⽣します。

フロー収益は、アカウント開設を含む導⼊⽀援に伴う費
⽤および、必要に応じて発⽣するデザイン調整等の作業
代⾏の費⽤となります。

基 本 料 ⾦
（ ア カ ウ ン ト

開 設 ）
導 ⼊ ⽀ 援 オ プ シ ョ ン ⽉ 額

ベ ー ス 費 ⽤ 従 量 課 ⾦ オ プ シ ョ ン

初 期 費 ⽤ （ フ ロ ー 収 益 ） ⽉ 額 利 ⽤ 料 （ ス ト ッ ク 収 益 ）

82.9%
※1
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株 式 会 社 R e v i C o と の

経 営 統 合 に つ い て

レ ビ コ
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株 式 会 社 R e v i C o と の 経 営 統 合 に つ い て
レ ビ コ

レビューデータを組み合わせたUGC活⽤による顧客
体験価値の向上を実現するプラットフォーム強化へ   

経営統合

レビューマーケティングプラットフォーム「ReviCo」を

開発‧提供する株式会社ReviCoと2026年1⽉1⽇に
合併することを決定いたしました。

本合併は、株式会社visumoが存続会社となる
吸収合併⽅式で実施いたします。

「ReviCo」は普遍的なUGCであるレビューを活⽤する仕組みであり、
特許技術によるレビュー収集機能で多くの実績を⽣み出しております。

信頼性の⾼い顧客の声を可視化し、購買意欲の喚起から注⽂率向上、
集客⽀援、SEO、商品改善など、UGCデータから幅広い事業課題の解決に

貢献しています。

UGC収集および活⽤において両社の強みを融合することで、事業者のUGC

マーケティングをより進化させる⽀援が可能となります。

※2025年12⽉19⽇開催予定の臨時株主総会における承認を条件としています。

※
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株 式 会 社 R e v i C o 事 業 概 要

“⾃⾛する”レビュー
マーケティングプラットフォーム

「レビュー（顧客の声）」の収集‧活⽤‧分析

を⾃動化するSaaSプラットフォームです。

⼀度導⼊すればレビューサイクルが“⾃⾛”し、

クライアント事業者の成⻑エンジンとして
機能します。

l 確かな顧客基盤
⼤⼿事業者を含む3 2 0社超の導⼊実績

l 事業拡張性
レビューの普遍的な価値で、
E C⽤途以外の市場への展開ポテンシャル

l 安定したリカーリング収益基盤
低解約率の⽉額課⾦制のS a a Sモデル

特許技術による
レビュー収集の完全⾃動化

注⽂率向上に直結する
多彩なサイト内活⽤

レビューを資産化する
外部集客チャネルへの転換

事 業 基盤と成⻑ 性提 供 価 値

※2025年9⽉末時点の累計導⼊社数

※

レ ビ コ

導⼊企業数 320社
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「 R e v i C o 」 の 競 争 優 位 性

膨⼤なU G Cを、低コストで継続的に収集する仕組みで特許を取得

特許番号： 第7588912号

発明の名称： 商品に対する顧客
のレビューを収集する⽅法、
プログラムおよび情報処理装置 

登録⽇： 令和6年11⽉15⽇

事業者が抱える

レビュー収集を阻む課題

この⼀体型モデルが、競争優位性です。

独⾃の強み

消費者メリット
ログイン不要、最短2 C l i c kで投稿完了

独⾃の仕組み
投稿と同時にプレゼントへ⾃動応募

企業メリット
事務局の運⽤‧コストを軽減

l 投稿率の課題
依頼だけではレビューが
集まりにくい

l 運⽤‧コストの課題
投稿率を上げるための
プレゼント企画‧運⽤の
負担が⾼い

「 特 許 」 に よ る 課 題 を 解 決
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吸 収 合 併 に よ る 経 営 統 合 の 効 果 に つ い て

新規営業の強化
U G C活⽤においてレビュー活⽤の
ニーズは幅広く、レビューツールを
フックとしたマーケティング活動
および新規顧客獲得の機会創出が
強化できます。

既存顧客へのアップセル
既存顧客へのアップセルにより、
単価向上（ A R P U）が⾒込めます。
また、解約リスクがあるユーザーへの
代替機能としてチャーンレートを抑え
ることにも繋がります。

株式会社R e v i C oは売上⾼の対前年成⻑+ 6 4 . 2 %と、事業が⼒強く伸⻑しています。

v i s u m oとの統合により、営業⼒‧顧客価値‧⼈材リソースを融合し、成⻑スピードをさらに加速します。

⼈材リソースの拡充
マーケティング、営業、エンジニア等
の⼈材の合流により体制強化と共に
営業⼒および開発⼒の強化が⾒込めま
す。

※2024年3⽉期売上 108,211千円、2025年3⽉期売上 177,663千円より算出

※
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2 0 2 6 年 3 ⽉ 期 第 2 四 半 期  業 績
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売 上 ⾼ の 推 移 単位 千円

71,406 

178,401 

343,242 

522,169 

678,869 

829,121 

967,000 

443,631

2020年
3⽉期

2021年
3⽉期

2022年
3⽉期

2023年
3⽉期

2024年
3⽉期

2025年
3⽉期

2026年
3⽉期（予想）

2026年3⽉期
第2四半期
累計

通期予想

+16.6%

前期⽐

2 0 2 6年 3⽉期売上⾼は

前期⽐+1 6.6 %を予想

第 2四半期は

通期予想の45.9 %で進捗

※吸収合併に伴う当社の業績予想に与える影響は精査中であり、第3四半期発表時に改めてお知らせいたします。
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業 績 概 況 2 0 2 6 年 3 ⽉ 期 第 2 四 半 期 決 算

2026年3⽉期

（千円） 2025年3⽉期
2Q 累計

2026年3⽉期
2Q 累計

前年同期⽐
増減率 通期予想 進捗率

売上⾼ 395,424 443,631 +12.2% 967,000 45.9%

営業利益 39,790 54,878 +37.9% 85,000 64.6%

経常利益 39,807 55,235 +38.8% 85,000 65.0%

当期純利益 26,446 37,262 +40.9% 59,500 62.6%

売上⾼
売 上 ⾼ 進 捗 率 は 2 Q 累 計 で 4 5 . 9 % と 堅 調 に
推 移 。

営業利益、経常利益、当期純利益
販 管 費 の ⽀ 出 が 想 定 よ り も 抑 え ら れ た 影 響
で 、 各 利 益 進 捗 率 は 6 0 ％ を 上 回 り ま し た 。

第 3 四 半 期 以 降 、 広 告 宣 伝 費 等 へ の 積 極 的
な 投 資 に よ り 、 各 利 益 項 ⽬ は 通 期 予 想 に 収
束 す る ⾒ 込 み で す 。

※吸収合併に伴う当社の業績予想に与える影響は精査中であり、第3四半期発表時に改めてお知らせいたします。
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業 績 ハ イ ラ イ ト 2 0 2 6 年 3 ⽉ 期 第 2 四 半 期 決 算

※2026年3⽉期 第2四半期

※ストック売上：オプションを含めた固定の⽉額費⽤であるストック売上（リクエスト数等に応じた従量課⾦を含まない売上） ※ストック売上⽐率：売上⾼に占めるストック売上の割合
※アクティブ社数：四半期末における契約中の社数 ※ARPU：1社あたりの四半期平均売上

※グロスレベニューチャーンレート（解約率）：⽉末ストック売上に占める当⽉解約額（前⽉解約による当⽉ストック減収額）の割合であり、四半期の平均値

売 上 ⾼

219,998千 円

ス ト ッ ク 売 上

ア ク テ ィ ブ 社 数 A R P U
グ ロ ス レ ベ ニ ュ ー

チャーンレート（ 解 約 率 ）

184,275千 円

1.23%684社 104,867円

+ 7.6%

前年同四半期
増減率

83.8%

ストック
売上⽐率

+ 35社

前年同四半期
増減

+ 8,530円

前年同四半期
増減



26C o p y r i g h t ©  v i s u m o  I n c .  a l l  r i g h t s  r e s e r v e d ※ストック売上：オプションを含めた固定の⽉額費⽤であるストック売上（リクエスト数等に応じた従量課⾦を含まない売上） ストック売上⽐率：売上⾼に占めるストック売上の割合

単位 千円 ■ ストック売上 ■ 売上 ●ストック売上⽐率

126,879 

141,008 140,880 

158,194 
168,589 

174,709 177,376 
190,918 

204,506 
216,890 216,807 223,633 

219,998

105,625 
119,867 123,957 

135,951 142,356 152,149 156,221 160,291 167,981 179,767 
183,938 185,129 184,275

83.2% 85.0% 88.0% 85.9% 84.4% 87.1% 88.1%
84.0% 82.1% 82.9%

84.8%
82.8% 83.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2023/3 2Q 2023/3 3Q 2023/3 4Q 2024/3 1Q 2024/3 2Q 2024/3 3Q 2024/3 4Q 2025/3 1Q 2025/3 3Q 2025/3 4Q 2026/3 1Q

ストック
売上

売 上 ⾼ / ス ト ッ ク 売 上 / ス ト ッ ク 売 上 ⽐ 率 ※

売上⾼は前年同四半期増減率で+7.6%の増加となりました。
ストック⽐率は第2四半期は83.8%で着地となりました。

2026/3 2Q2025/3 2Q

+7.6%

売上⾼

前年同四半期
増減率
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※アクティブ社数：四半期末における契約中の社数
※ARPU：1社あたりの四半期平均売上

79,555 84,561 84,819 87,857 90,098 91,351 93,071 93,965 96,340 
103,914 104,072 103,615 104,867

494 
521 

542 
564 

588 
625 626 631

649 659
676 688 

0

100

200

300

400

500

600

700

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2023/3 2Q 2023/3 3Q 2023/3 4Q 2024/3 1Q 2024/3 2Q 2024/3 3Q 2024/3 4Q 2025/3 1Q 2025/3 3Q 2025/3 4Q 2026/3 1Q

単位 円 単位 社● アクティブ社数

ア ク テ ィ ブ 社 数 / A R P U ※

ARPUは前年同四半期増減⽐で+8,530円増加となりました。

A R P U

2026/3 2Q2025/3 2Q

684

+ 8,530円

前年同四半期
増減
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0.57%
0.78%

1.13%

1.32%
0.95%

0.52%
0.92%

1.37%

1.02%
0.84% 0.98%

1.50%

1.23%

2023/3 2Q 2023/3 3Q 2023/3 4Q 2024/3 1Q 2024/3 2Q 2024/3 3Q 2024/3 4Q 2025/3 1Q 2025/3 2Q 2025/3 3Q 2025/3 4Q 2026/3 1Q

グ ロ ス レ ベ ニ ュ ー チ ャ ー ン レ ー ト （ 解 約 率 ） ※

2026/3 2Q

解約率は1%前後で推移、低⽔準の解約率を維持しております。
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成 ⻑ 戦 略
※2025年6⽉30⽇ 事業計画及び成⻑可能性に関する事項より抜粋
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サ マ リ ー F Y 2 7 ま で の 中 期 成 ⻑ 戦 略 推 進 へ の F Y 2 5 の 取 り 組 み

3 つ の テ ー マ を 軸 に 、 A R P U 向 上 及 び 新 規 顧 客 拡 ⼤ を 推 進

既存顧客
との取引拡⼤

EC⽤途以外での
活⽤促進 製品開発⼒の強化

既に多くの有数企業に利⽤いただいてい
ることは当社の強みであり、
継続的な製品開発により既存顧客への
アップセルを強化します。

2024年度にリリースする多くの新機
能はEC事業以外のマーケティング強化
にも活⽤ができ、中期にEC関連市場以
外での顧客獲得を強化します。

開発⼈材の増員を継続し、製品開発⼒
の強化と品質⾯の向上を図ります。加
えて⽣成AI関連技術を取り組んだ新機
能リリースに向けて研究開発を推進し
ていきます。

1 2 3
F Y 2 7 ま で の

中期成⻑戦略

F Y 2 5 の

戦略推進へ の

取り組み

l AIレコメンド機能の拡販が好調

l 商品詳細ページの購⼊率を
向上させるEC事業者向け
新機能をリリース

l 繊研新聞社主催ファッション
ECアワード3回⽬の受賞

l EC⽤途以外の契約が順調に推移
⾃治体、観光、製造業を中⼼に
導⼊企業が増加

l アプリプラットフォームでの
vi sumo導⼊

l 3つの機能リリースと
サービス連携で機能強化

l エンジニアリング部⾨にVP of  
Engi neeri ngを新たに採⽤。
更なる開発体制の強化へ
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184,800 

200,300 
213,400 

225,900 
237,700 

247,700 
257,900 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

既 存 顧 客 の 深 耕 に 関 わ る 市 場 動 向

既存顧客の多くはECサイトの売上アップを⽬的としてvisumoサービスを活⽤いただいております。
関連市場として「ECサイト構築⽀援サービス市場」に属すると捉えており、マーケットサイズは引き続き伸⻑することが
⾒込まれております。更にターゲットとする顧客層および単価による潜在市場規模は約 1 7 0億円と想定しております。

出典：⽮野経済研究所 ECサイト構築⽀援サービス市場に関する調査を実施（2024年）2024年予測

既存顧客との取引拡⼤

EC事業活⽤⽬的での
アクティブ社数

※1

586社

v i s u m o 導 ⼊ 可 能 な
ポテ ン シャル市場

約170億円 

※2

※1 2025年3⽉期 第2四半期のアクティブ社数 ※2 パッケージで構築された国内EC事業者数 出典 eccLab「【2023年最新版】国内のECサイト‧ネット

ショップの総稼働店舗数」よりカスタマイズ内容により⼤きく⾦額が異なるオープンソースサービスの導⼊数を除く ※3 2025年3⽉期 第2四半期のARPU

1

単位 百万円

約2,259億円 

E Cサイ ト構築⽀ 援
サー ビ ス市場

14,574サイト

ポテンシャルサイト数

96,340円

※3

平均単価

12ヶ⽉

https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
https://ecclab.empowershop.co.jp/archives/80408
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2 0 2 4年夏リリースの「 v i s u m o r e c o m m e n d」の拡販が好調

E C サイ ト の回遊を ⾼める
新し い コ ン テ ンツの
⾒せ ⽅ と し て好評い ただい て お り 、
機 能リリー ス後に既存 ク ラ イ ア ン ト
か ら の追加契約も増えて お り ま す 。

v i s u m o  s n a pや v i d e oに次ぐ
ア ッ プセル を担う機 能 と し て 、
既存 顧 客 へ 営 業 を 強 化 し て いきま す 。

※ visumo recommendはvisumoによって収集したユーザーの⾏動データをAIによる機械学習で分析し蓄積されたコンテンツをユーザーにパーソナライズされた形でレコメンドできる機能

既存顧客との取引拡⼤1

導 ⼊ 企 業 の ⼀ 例

A Iに よ る レ コ メ ンド機 能 が好調に推移し て お り 、
「新た な 商 品 と の 出 会 い 」 や 「サイ ト回遊性 向 上 」
「 購 ⼊ 率 向 上 」 の効果を 期待できま す 。
今後も プ ロダク ト の差別化ポイ ン ト と し て
成⻑ が 期待されま す 。

A I に よ る
パ ー ソ ナ ラ イ ズ
レ コ メ ン ド

F Y 2 5の戦略推進へ の取り組み

［ v i s u m o r e c o m m e n d  ］
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UGC‧動画‧スタッフコーディネートなどを

“ファーストビュー”に簡単反映、購⼊率の最⼤化へ

E Cサイトの商 品 詳 細 ページに多 様なビジュアルを集
約‧表 ⽰できる新機能。従来は素材の掲 載 や 表 ⽰ 順調

整に⼿間 やコストがかかり、売上への貢 献 度も可 視化
できなかったが、「visumo show」なら U G C や動画などを
直感 操作でファーストビューへ反 映

2 0 2 5年 6⽉ E C事業者向け新機能「 v i s u m o  s h o w」リリース既存顧客との取引拡⼤1

商 品 詳 細 ペ ー ジ の
フ ァ ー ス ト ビ ュ ー を 最 適 化
［ v i s u m o  s h o w  ］

売上に効く
ビジュアルを、

効果を⾒ながら直感
操作で最前⾯へ

Instagram
ユーザー
レビュー

公式
Instagram

スタッフ
投稿動画

スタッフ
投稿画像
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2 0 2 5年 5⽉ 繊研新聞社ファッションE Cアワード 3回⽬の受賞既存顧客との取引拡⼤1

引⽤元：繊研新聞社 https://senken.co.jp/posts/ec-award-250528

繊 研 新 聞 社 主 催 の
「 フ ァ ッ シ ョ ン E C ア ワ ー ド 」 に て 、
v i s u m o が サ ポ ー ト 賞 を 受 賞  

●「サポート賞」選定企業の⼀例

ファーストリテイリング、三井不動産、阪急阪神百貨店、⼤丸松坂屋百貨店、⾼島屋、
そごう‧⻄武、東急百貨店、パルコ、京王百貨店、アンドエスティ、ユナイテッドア
ローズ、ベイクルーズ、アーバンリサーチ、ジンズ、ゴールドウイン、ワークマン、
ワコールHD、ナルミヤ‧インターナショナル、ジュン、ビームス、三陽商会、ルミ
ネ、パル、バロックジャパンリミテッド、ハニーズHD、クロスプラス、エース、イ
トキン、グンゼ、⼟屋鞄製造所

●「サポート賞」選出理由

売上への貢献
「スタッフ投稿を経由したEC売り上げが増えており、その貢献が評価」

顧客体験の向上
「スマートフォンユーザーが慣れ親しむSNSのようなUIを実現する『フィードモーダ
ルテンプレート』を機能拡張するなど顧客体験を向上させた」
「コンテンツの充実や、良質な購買体験の提供に寄与し、LTV向上を図るサービス」

「サポート賞 」は、導⼊して効 果があった、今 後導⼊したい⽀
援サービスに贈られ、約 1 0 0 社のファッション企業‧ I T ベン
ダー企業のアンケートをもとに毎年選出さ れます。
v i s u m oの同アワードのサポート賞 受 賞は、
2 0 2 2年‧ 2 0 2 4年に続き、今 回で 3 回 ⽬となります。  

https://senken.co.jp/posts/ec-award-250528
https://senken.co.jp/posts/ec-award-250528
https://senken.co.jp/posts/ec-award-250528
https://senken.co.jp/posts/ec-award-250528
https://senken.co.jp/posts/ec-award-250528
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E C ⽤ 途 以 外 で の v i s u m o サ ー ビ ス 活 ⽤ の 拡 ⼤ を 狙 う

EC⽤途以外の事例が増加傾向にあるため、広告宣伝施策の幅を広げ、新規顧客獲得を推進していきます。
加えて既存顧客の深耕強化で開発している機能はEC⽤途以外の事業者でも幅広く活⽤できる機能であり、
各社のCRM強化にも繋がることから、成⻑市場である「デジタルマーケティング市場」にも関連し成⻑ポテンシャルを有します。

出典：⽮野経済研究所デジタルマーケティング市場に関する調査を実施（2024年）

E C⽤途以外での活⽤促進

※1 2025年3⽉期 第2四半期のアクティブ社数 ※2 出典 経済産業省 令和3年経済センサスより売上100億円以上のターゲットとなり得る業種での企業数（対象：建設業、製造業、

電気‧ガス‧熱供給‧⽔道業、情報通信業、運輸業,郵便業、卸売業,⼩売業、不動産業,物品賃貸業、学術研究,専⾨‧技術サービス業、宿泊業,飲⾷サービス業、⽣活関連サービス

業,娯楽業、教育,学習⽀援業、医療,福祉、複合サービス事業） ※3 2025年3⽉期 第2四半期のARPU

2

約3,442億円 

デジタ ル
マ ー ケ テ ィ ン グ 市 場

単位 百万円

EC⽤途以外での
アクティブ社数

※1

63社

v i s u m o 導 ⼊ 可 能 な
ポテ ン シャル市場

約175億円 

※2

15,166社

潜在社数

96,340円

※3

平均単価

12ヶ⽉
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E C ⽤ 途 以 外 で の v i s u m o の 活 ⽤ 事 例

リクシル様のタイル事業部では施⼯会社向
けに事例集をvisumoで運⽤しています。

観光地での体験や飲⾷店での体験などのUGCを⾃社サイトへの掲載をvisumoで運⽤
しています。

すでに製造業‧飲⾷業‧⾃治体での導⼊
実績があり、今後広告宣伝施策の幅を広
げることで新規顧客獲得が⾒込めます。

他にも、商業施設や学校等の教育機関な
ど幅広い業種でのポテンシャルもありま
す。

製造業での活⽤ ⾃治体の観光誘致での活⽤ 飲⾷業界での活⽤

E C⽤途以外での活⽤促進2

⾃治体、観光、
製造業を中⼼に
導⼊企業が増加

F Y 2 5の戦略推進へ の取り組み

+ 18

※ 2024年3⽉期 第2四半期から2025年3⽉期 期末で増加したアクティブ社数

※

社
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デジタルマーケティングを⽀援する他社とのアライアンスを強化

コンテンツレコメンド機能や新しい⾒せ ⽅が可能となるテンプレート
に加え、お気に⼊り登 録機能等でトラフィックデータとコンテンツの
興 味 関 ⼼の情 報をさらに取得します。
これらのインサイト情 報を C D P / C R Mツールと連 携して、
事業者の C R M強化提 案を図り、 v i s u m oサービスのソリューション
の幅を広げていくことが可能となります。

連携先でもコンテンツを表⽰する
領域が増えることで、
ストック売上を構成する従量課⾦の向上も期待

［連携対象となり得る他社ソリューション例］

MA
ツール

接客
ツール

アプリ
ツール

CDP
ツール

E C⽤途以外での活⽤促進2

アプリプラットフォームを提供する「ヤプリ」と
連携。北欧発のインテリアプロダクトブランド
「H A Y（ヘイ）」の公式アプリにでのUG C活⽤を
⽀援。

F Y 2 5の戦略推進へ の取り組み

引⽤元：当社プレスリリース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000118.000050732.html
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製品開発⼒の強化3

P D P最 適 化
（Product Detail Page）

機 能 強 化

E C運営を 強 化 す る事業 者 向 け の商品詳細最 適 化 機 能 や 、 E C ⽤途以 外 に も 活 ⽤ で き る
レ ビ ュ ー 収 集 ‧ ブログ 投稿‧ ス ト ー リ ーズ⾵ま と め表⽰など新 機 能 を リ リ ー ス

PDPのファーストビューを最適化。
SNS、動画、コーディネートなどの
画像を簡単最適化

ブログ 投稿機 能

notionやnoteの様なインターフェー
スで簡単に記事の作成が可能に

レ ビ ュ ー 収 集 ‧ 活 ⽤

質の⾼いレビューを⼿軽に集められる
次世代レビュー活⽤プラットフォー
ム。グループのReviCo社と連携

多彩な テ ン プ レ ー ト

ノーコードで⾃社サイトをSNSのUI

化。SNSでのストーリーズのような
コンテンツ作成が可能
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成 ⻑ 戦 略 サ マ リ ー

■引き続き E C事業 者 へ の営業 強 化 に よ り 収 益基盤を 強固な も の と し 、
■ E C⽤途以 外 の 利 ⽤促進 を加え 、 A R P U向 上 と 新 規 顧 客 拡 ⼤ を達成し 、
事業 拡 ⼤ を ⽬指し ま す 。

l v i s u m o  r e c o m m e n d の 拡 販 強 化

l 新 テ ン プ レ ー ト ‧ オ プ シ ョ ン 機 能 の
リ リ ー ス に よ る A R P U 向 上

l ⾃ 社 イ ベ ン ト 開 催 ‧ 顧 客 交 流 会 実 施
な ど 、 販 売 促 進 ア プ ロ ー チ の 強 化

2 0 2 72 0 2 4

visumo social
リリース

2 0 1 9 2 0 2 1

visumo video、snap
リリース

visumo recommend
リリース

⻑期〜

E C⽤途以外の 営 業 強 化

E C 関連市場で の成⻑

P L G モ デ ル を 確 ⽴ し 海 外 展 開 強 化

l 広 告 宣 伝 強 化 （ マ ー ケ テ ィ ン グ 業 界 の
展 ⽰ 会 、 講 演 イ ベ ン ト ‧ ネ ッ ト ワ ー キ
ン グ イ ベ ン ト へ の 積 極 参 加 ）

l デ ジ タ ル マ ー ケ テ ィ ン グ を ⽀ 援 す る
他 社 と の ア ラ イ ア ン ス を 強 化

l コ ン サ ル テ ィ ン グ 経 験 者 や ソ リ ュ ー
シ ョ ン 営 業 経 験 者 な ど の ⼈ 材 獲 得 に
注 ⼒

機 能 開 発 を 強 化 し A R P Uを 向 上

2 0 2 1 年 3 ⽉ 末 時 点から
2 0 2 3 年 末 時 点で
A R P U は約 1 5 0 %の成⻑

開 発 強 化 で新た な 収 益 の柱を構築

l F Y 2 5中に⽣成A I関連機能リリース、
継続した⽣成A I機能の研究開発を実施

l 業態を問わない C RM機能の強化で
A R P Uの向上

l エンジニア⼈材採⽤強化 約175億円  

約170億円  
ポテンシャル市場

ポテンシャル市場

2 0 2 5
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本 資 料 の 取 り 扱 い に つ い て

免責事項

将来⾒通し に関す る 注 意 事項

l 本 資 料 は 、当社 の 現状をご理 解 い ただく こ と を⽬的 と し て 、当社 が作成し た も の で す 。

l 本 資 料 に掲載された情報は 、 現時点に おける経済環境や 社 会情勢お よび当社 が 合 理 的 と判断し た 前 提 に 基づい て作成された も
の で す 。 な お 、経営環境の変化 や予測し得な い 事象等に よ り 、予告な く 内 容 が変更される 可 能 性 が あ る こ と をご理 解 い ただき
ま す ようお願い申し 上げま す 。

l 本 資 料 の作成に あ た り 、正確性 の確保に最善 を尽く し て お り ま す が 、 内 容 の正確性 や完全性 につい て は保証い た し かねま す 。
ま た 、 資 料 の使⽤ に関し て ⽣じた損害につい て 、当社 は ⼀切の責任を負い かねま す の で 、予めご了承い ただきま す ようお願い
申し 上げま す 。

l 将来予測に関す る記述が含まれて お り ま す が 、 これら の記載は当社 の⾒解 や仮定 、 本 資 料作成時点に お い て ⼊⼿し た情報に 基
づき作成し た も の で あ り ま す 。  将来予測に は 多 く のリス ク及び不確実 性 が 存 在 し 、 実際の経営成績及び財政状態等につい て
は 、予測と⼤きく異な る 可 能 性 が あ り ま す 。


